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安
達
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、安
達
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
々

を
対
象
に
、
新
た
な
生
き
が
い
を

見
つ
け
、
地
域
参
加
の
第
一
歩
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
居

場
所
探
し
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

新
春
大
娯
楽
大
会
！
」
を
１
月
16

日
㈭
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
初
開
催
で
し
た
が
、
役

員
や
協
力
者
を
含
め
56
名
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
に
用

意
し
た
４
つ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
麻
雀
、

ボ
ッ
チ
ャ
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

新
十
扇
・
雅
）が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、

会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
楽
し

げ
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
誰
と

で
も
楽
し
く
ゲ
ー
ム
が
で
き
た
」

「
定
期
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
お
声
を
い
た
だ
き
、
賑
や

か
で
笑
顔
溢
れ
る
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
最
後
に
行
わ
れ
た
目
玉
企
画
の

「
お
楽
し
み
ビ
ン
ゴ
大
会
」
で
は
、

12
名
の
方
に
豪
華
賞
品
が
当
た
る

な
ど
大
盛
況
の
う
ち
、
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
み
っ
か
い
！

〜
心
も
身
体
も
ぽ
っ
か
ぽ
か
！  

皆
さ
ん
の「
居
場
所
探
し
」お
手
伝
い
し
ま
す
〜

コミュニケーション麻雀（上）やボッチャ（左）などを
老若男女、世代の垣根を超えて楽しみました！

地区社会福祉協議会の活動紹介
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令
和
六
年
度
に
活
動
が
始
ま
っ
た

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」の
活
動
を
ご
紹
介

　
二
本
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
の
普
及
と
運
営
サ
ポ
ー
ト

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
ま
で
約
90
カ
所
の
地
区
で

サ
ロ
ン
が
開
設
さ
れ
、
高
齢
の
方

を
中
心
と
し
た
、
ご
近
所
の
身
近

な
仲
間
た
ち
が
、
集
会
所
な
ど
を

活
用
し
、
茶
話
会
や
季
節
行
事
な

ど
を
通
し
て
、
交
流
の
場
づ
く
り
、

孤
立
・
孤
独
の
防
止
や
健
康
維
持

な
ど
多
種
多
様
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
人
口
の
減
少
、
運
転
免
許
返
納

や
感
染
症
の
拡
大
な
ど
を
理
由

に
、「
交
流
の
機
会
が
無
く
な
っ

た
」、「
外
出
す
る
機
会
が
少
な
い
」

と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
が
、

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

は
、
そ
ん
な
地
域
の
方
た
ち
が
参

加
し
、
定
期
的
に
集
ま
る
こ
と
で

顔
な
じ
み
の
輪
を
広
げ
、
い
き
い

き
と
し
た
、
楽
し
い
生
活
を
送
る

た
め
の
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
活
動
の
ご
紹
介

【
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
編
】

　「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
行
う
た
め
に

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
活
動
の
幅
を
広

げ
る
た
め
、
毎
月
第
一
水
曜
日
の
午
前
に
亀

谷
会
館
で
行
う
サ
ロ
ン
と
し
て
衣
替
え
し
ま

し
た
。
茶
話
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中

心
に
活
動
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
地
域
の
薬

剤
師
の
方
を
講
師

に
お
招
き
し
、「
薬

の
基
本
や
相
互
作

用
」
に
つ
い
て
の

お
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　
会
員
に
と
っ
て

も
身
近
な
「
薬
」

の
話
で
し
た
が

「
初
め
て
聞
く
話

ば
か
り
で
、
大
変

た
め
に
な
り
ま
し

た
」
と
い
う
皆
さ

ん
の
笑
顔
が
印
象

的
な
サ
ロ
ン
で
し

た
。 ふ

れ
あ
い
亀
谷
い
き
い
き
サ
ロ
ン

（
二
本
松
地
区
）

　
地
域
の
絆
を
深
め
、
交
流
の
機
会
を
深
め

る
た
め
、
表
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
は
「
団
子

さ
し
」
を
行
い
ま
し
た
。「
団
子
さ
し
」
と
は
、

豊
作
や
家
内
安
全
な
ど
を
願
い
、
一
月
十
五

日
の
「
小
正
月
」
に
行
う
伝
統
行
事
で
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
願
い
を
込

め
て
団
子
を
木
に
飾
り
つ
け
し
た
あ
と
、「
今

年
も
元
気
に
サ
ロ
ン
で
活
動
し
て
い
こ
う
」

と
語
り
合
い
な

が
ら
皆
で
食
事

を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
こ
ち
ら
の
サ

ロ
ン
は
毎
月
一

回
、
水
曜
日
の

午
前
中
に
塩
沢

一―

一
区
集
会

所
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

表
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
塩
沢
地
区
）

　市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、サ
ロ
ン
の
開

設
、運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。「
詳

し
く
聞
き
た
い
」、「
参
加
し
た
い
」、「
自
分
の

住
む
地
区
の
サ
ロ
ン
の
情
報
を
知
り
た
い
」

な
ど
に
つ
い
て
の
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た

ら
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
サ
ポ
ー
ト
の
内
容
】

■
相
談
の
受
付

■
開
設
に
向
け
た
サ
ロ
ン
体
験
会
の
開
催

■
サ
ロ
ン
運
営
費
の
助
成

■
活
動
時
の
傷
害
保
険
加
入
助
成・手
続
き
支
援

■
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
材
の
貸
し
出
し

■
講
師
等
の
紹
介
や
派
遣

■
い
き
い
き
サ
ロ
ン
連
絡
会
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

　
お
問
い
合
わ
せ

　
二
本
松
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
地
域
福
祉
課
　
℡
２
３―

７
８
６
７

　
　
岩 

代 

支 

所
　
℡
６
５―

２
０
０
３

　
　
東 

和 

支 

所
　
℡
６
６―

２
５
２
２

《その１》
楽しさ・生きがい

社会参加

《その２》
閉じこもりの防止

《その６》
情報交換や

心配ごとの相談

《その３》
生活のメリハリが

できる

《その５》
見守り・見守られ

《その７》
地域住民の絆づくり

《その４》
運動やゲームで
健康維持

～笑いヨガで今日も元気に～
「成田２区いきいきサロン」の風景

二
本
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

　
　
　
　
　サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
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いいえ0

福祉サービス事業「ご利用者様等アンケート調査」結果報告

ケアプランセンターケアプランセンター  配布：163
回収：158

本会では介護サービス等のサービス向上を目的にご家
族、ご利用者様を対象に右記の期間に「アンケート調
査」を実施しました。本誌では設問内容による事業所別
の集計やご意見についてご報告させていただきます。

○訪問時、サービス計画や
毎月の予定等を分かりや
すく説明していますか？

○本人、ご家族様の意
向はケアプランに反
映されていますか？

ヘルパーステーションヘルパーステーション

分かりやすい 157 はい 158

・何事もわかりやすく説明いただけるので安心し
ています。また、対応が早いのでとても助かって
います。
・施設の空き情報等がわかればありがたい。
→ご訪問時又はお電話等でお気軽にご相談いた
だけますと幸いです。

入浴ステーション入浴ステーション
○声かけなど雰囲気は
どうですか？

○利用者様の状態を確認
し、状態に合わせた入
浴ができていますか？

・入浴があまり好きでない父が毎週、スタッフの皆
さんとの会話とともに入浴を楽しみしており、感
謝しています。
→ご利用者様のみならず、ご家族様も介護等の悩みなど
がありましたらお気軽にスタッフにお声掛けください。

ご意見

ご意見

○現在のサービス内
容と時間に満足さ
れていますか？

○ヘルパーの態度（言
葉遣い、身だしなみ
など）適切ですか？
いいえ 0いいえ4

・いろいろ要望を言っても対応いただけて大変助
かっています。来ていただけるだけで心にゆとり
ができています。
・希望する時間帯に訪問して欲しい。
→少しでもご要望に沿えるよう訪問スケジュール
を検討させていただきます。

 デイサービスセンター（３ヶ所） デイサービスセンター（３ヶ所）

○職員の態度等（あいさつ・
言葉遣い・身だしなみ等）
は良いですか？

○デイサービスを利用し
て良かったと感じる事
はありますか？（本人）

どちらとも
いえない4

いいえ 0

・当初は利用への不安や拒否感が本人にありましたが、お
友達やスタッフとの良い関わりで今は楽しく通っています。
・お風呂をもう少し長く入りたい。
→ご利用者様の体調と安全に配慮し対応できる
かどうか検討させていただきます。

～ご協力ありがとうございました～
この度お寄せいただいたご意見をも
とに、より質の高いサービスの提供、
更なる職員の資質向上に努めていき
ます。

ご意見

ご意見

生きがいデイサービス（2ヶ所）生きがいデイサービス（2ヶ所）

○職員の態度等（あいさつ・
言葉遣い・身だしなみ等）
は良いですか？

○デイサービスを利用
して良かったと感じ
る事はありますか？

・日中一人でいることが多いため、週１回生きがい
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ボ ラ セ ン 通 信♪ vol.29
こんにちはボランティアセンターです(*^-^*)
今回は、令和６年度の事業報告をさせていただきます。

　高校生以上の学生を対象に、ボランティア体
験を通して「自分自身の生き方や将来」を考え
「ふくしの心」を育む機会として実施しました。
（参加者54名、延べ118回活動いただきまし
た）
　ご協力いただきました高齢者施設、障がい者
等施設、学童保育所、保育園、農家園などの皆様、
本当にありがとうございました。

　昨年11月に２回コースで養成講座を開催
し、講師として桜の聖母短期大学の三瓶千香
子教授と傾聴ボランティアさくらさんにお願
いしました。20名の皆さんが参加され、『決し
て否定せず、共感と肯定感を持ちながら話を
聞くことが難しかったです』などのお話をい
ただきました。今回の講座が新たなボラン
ティア活動につながると嬉しいですね。

　12月に防災ボランティアのための「こころの
ケア」と題し、日本赤十字社福島県支部 成澤裕
美さんを講師に、講話と日常生活と災害時の両
方で役立つアイディアについて学びました。
　成澤さんからは「まず自分自身が安全で活動
できることが第一であること」との話があり、そ
の後「ホットタオルの作り方」「手のリラクゼー
ション」「新聞紙のスリッパ作り」を体験。普段使
いできるホットタオルについては多くの皆さん
から「いいね！」との声をいただきました。

　児童・生徒の皆さんに、体験を通じ「ふくし
の心を育てる」ことを目的として、市内の小
学校11校・中学校1校・高等学校1校で開催
しました。各学校から希望の多かった講座
は、手話体験、点字体験、高齢者疑似体験など
があり、特に車いす介助体験では、子供たち
が介助する側と、される側をそれぞれ体験
し、声掛けの大切さや段差などの介助の方法
を学びました。

ボランティアスクール にじいろボランティア

福祉教育出前講座

傾聴ボランティア養成講座

福祉救援ボランティア講座

　   　5 4　   　
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～どこに相談したらいいか分からない 悩みや不安は 社協へ～
気軽にご利用ください「心配ごと相談所」

　本会では心配ごと相談所を開設し、市民の皆さんが抱える生活全般に対する悩みや心配ごとを
伺い、一緒に問題を整理して、解決に必要な部署や関係機関、専門機関等に繋ぎ、解決のお手伝
いをしています。解決が難しい問題でも“話すだけでも心が軽くなる”場合もあります。一人で
悩まず、お気軽にご利用ください。

【ご利用方法】　◎相談が重ならないよう、事前に希望する相談場所へ電話でご予約ください。
【相談場所（予約先）】 ◎本　　所（二本松市安達支所内） ☎0243-23-8262
 ◎岩代支所（岩代地域福祉センター内） ☎0243-65-2003
 ◎東和支所（二本松市東和支所内） ☎0243-66-2522
【受付時間】　◎午前９時～午後５時

　あだち地域農業振興協議会 様

　「社会福祉のためにお役立てください」と、次の皆さまから心
温まるご寄付をお寄せいただきました。
　ご趣旨に沿って有効に活用させていただきます。

令和７年１月１日～令和７年２月２８日

株式会社本多組従業員一同 様（西勝田字七合畑）
妙法山蓮華寺護持会 様（亀谷）
カラオケみよし会 様（塩沢町）
佛教和合会 様（亀谷）
東禅寺 佐藤智宏 様（小浜字新町）
岩代ライオンズクラブ 様（小浜字藤町）
福島県立二本松実業高等学校安達東校舎 様（下長折字真角）
二本松市立安達中学校 様（油井字田向）
あだち地域農業振興協議会 様（本宮市）
（その他、匿名３件）

団体

作：三浦清英（岩代）

個人
　   大内　三郎 様（宮本） 　   紺野　雅子 様（戸沢字白ヶ作）
（故）安斎　キノイ 様（下川崎字柿ノ内） （故）市川　ソヨ 様（上川崎字北竹）
（故）遠藤　由美子 様（田沢字久根ノ内） （故）丹治　文男 様（油井字薬師堂）
（故）守岡　いつみ 様（郭内） （故）安田　定行 様（油井字南屋敷）
（故）安齋　良夫 様（油井字馬出町） （故）菅野　英也 様（上太田字梅沢）
　   本多　希彦 様（戸沢字太田ヶ入）

妙法山蓮華寺護持会 様 カラオケみよし会 様

岩代ライオンズクラブ 様　佛教和合会 様

【安達中学校様より車イスをご寄贈いただきました】
　２月26日（水）同校において昨年度に引き続き、本会を
含む市内３カ所の地域福祉・介護施設に車イスをご寄贈い
ただきました。
　同校ではＪＲＣ（青少年赤十字委員会）を中心に毎年、全
校をあげてアルミ缶回収活動を行っており、その益金を財
源に介護用品を寄贈してきました。
　本会にご寄贈いただきました車いすは、デイサービスセ
ンターや一般向けの貸し出しに活用させていただいてお
ります。ありがとうございました。

Ⓡ
窓や補助金の
お問合せは

二本松市渋川
字二本柳33-1

先進的窓リノベ2025で今年も手厚い補助金が出ます！

①断熱効果
冬でも薄着で
ぽっかぽか

②結露軽減
結露をおさえ
いつも快適に

③遮音効果
外の音も大きな声も
気にせず一家団らん

こんなに変わる‼
内窓の3つのメリット

全12ヶ所への内窓設置
総工費627,000円（税込）

補助金

455,000円（税込）
お客様負担額

172,000円（税込）
工事費の

　　　  の
補助金実績多数
70%以上

施工実例①
二本松市A様邸 72.5％ー =

補
助
率

全8ヶ所への内窓設置
総工費447,400円（税込）

補助金

356,000円（税込）
お客様負担額

121,400円（税込）
施工実例②
二本松市N様邸 74.5％ー =

補
助
率

※2024年の実績です。2025年は補助額が若干減ります。　※金額例なので、窓の数や大きさで補助額や補助割合は変動します。

古くなった窓が気になる方はお気軽にお問い合わせください。

「お針箱」の皆さん、ありがとうございます！
手芸ボランティアの皆さんが作られた

『つるし雛』を岩代支所に飾っていただきました。
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INFORMATION ～インフォメーション～

☆★☆一人ひとりに合ったお仕事探しをサポートします☆★☆
※障がい者、18歳以上の障がい・難病・メンタル不調のある方

ー身元保証・生活支援・葬送支援事業ー
施設・賃貸住宅への入居、入院時の身元保証や

日常生活からもしもの時まで
「家族の代わり」としてサポートします！

ご予算や必要に応じて支援の選択もできます。お気軽に
お問合せ
下さい

日本福祉サービス株式会社
福島身元保証支援センター「信愛の会」
TEL 0243-24-6071

障がい者を支えるお仕事募集 （例）パソコン入力、清掃、除草、ポスティング等
　　軽作業 お気軽にご用命ください

介護用品専門店

ライフパルサービス
22-1992☎

（0243）
二本松市沖2丁目399-10

地域密着介護ショップ
スピードでサポート

福祉用具販売・　　 福島県指定事業者貸与

この事業は、市民の皆様からお寄せいただいた寄付金や赤い羽根共同募金が活用されています。

令和７年度 ボランティア・市民活動助成金のご案内

助成対象

　二本松市における市民活動団体やボランティアグループ、自治会の組織で、地域福祉活動や福祉的課題解
決に取り組む団体又はグループの支援を目的に助成事業を行います。

二本松市において、公益のために福祉活動を行う活動団体等で、二本松市社会福祉協議会の活動や共同募金
の趣旨について理解・共感し、この活動に自ら積極的に活動・推進する団体を対象とします。
　　（例）自治会組織、ボランティアグループ、地区社協、福祉団体、当事者的組織等

問合せ・申込窓口
①二本松市社会福祉協議会　本所（市役所安達支所内）　　　　　　 TEL：23-7867　
②二本松市社会福祉協議会　岩代支所（岩代地域福祉センター内）　 TEL：65-2003
③二本松市社会福祉協議会　東和支所（市役所東和支所内）　　　　 TEL：66-2522

助成金額 １つの活動団体等につき5万円を上限とします。 受付期間 令和７年４月２３日（水）～５月２３日（金）

助成対象活動
二本松市内で令和７年度に実施する以下の活動を対象とします。
①高齢者の暮らしを支えるための事業
（例）見守り・訪問、健康づくり活動、生きがいづくり活動、配食サービス、認知症カフェ等
②障がい者の暮らしを支えるための事業
（例）見守り・訪問、仲間づくりや交流する場づくり、外出支援、社会参加支援、就労支援等
③子育て・子供の成長を支援し、応援するための事業
（例）親や子ども同士が交流できる場づくり
　　（子育てサロン、育児サークル、子ども食堂、絵本の読み聞かせの開催等）、学習支援、見守り隊の活動等

④生活困窮者を支援するための事業
（例）子ども食堂・大人食堂の運営、食料等支援、居場所づくり活動等
⑤その他、地域の福祉的課題を解決するための事業
（例）多世代交流活動、婚活の場づくり、防災マップの作成、除雪支援、福祉研修会等

年間12回（毎月）、全戸配布となります本誌への広告を募
集しています。
●広告内容　貴社指定に基づき掲載します。
●サイズ及び広告料金

●申込み・お問い合わせは、表紙記載の番号まで

「にほんまつ社協だより」広告募集！

5.5×17㎝程度
１回あたり
年２回掲載
年３回掲載

20,000円
32,000円
42,000円

１回あたり
年３回掲載
年６回掲載

10,000円
24,000円
42,000円

5.5×8.5㎝程度

令和7年度
ボランティア活動保険のご案内
ボランティア活動保険は、活動中に起こったケガや

活動のための往復途上のケガ、他人の身体・財物に
損害を与えた時に補償される保険です。

令和7年４月１日～令和8年３月３１日補償期間

基本プラン 天災･地震
補償プラン年間保険料

350円(税込) 500円(税込)
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